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5
月
29
日
に
一
回
目
の
交
渉

を
行
っ
た
後
、
6
月
5
日
と
6

月
10
日
に
申
第
三
十
二
号
「
２

０
２
０
年
度
夏
季
手
当
に
関
す

る
申
し
入
れ
」
の
団
体
交
渉
を

開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
昨
年
秋
の
台
風
等
の
被
害

の
影
響
を
受
け
、
4
月
28
日
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
表
し
た
「
２

０
１
９
年
度
期
末
決
算
」
は
対

前
年
度
で
み
れ
ば
「
減
収
減

益
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
単

体
の
営
業
利
益
は
２
９
４
０
億

円
、
経
常
利
益
は
２
６
０
１
億

円
、
当
期
純
利
益
は
１
５
９
０

億
円
と
「
黒
字
決
算
」
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
も
公
共
交
通
機
関
に
従
事
す

る
使
命
感
持
ち
、
奮
闘
し
て
き

た
Ｊ
Ｒ
労
働
者
へ
の
成
果
に
対

す
る
配
分
と
し
て 

１
．
基
準

内
賃
金
の
3
・
０
５
ヶ
月
分

（
0
・
０
５
ヶ
月
分
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
対
応
に
対
し
て
の
特
別
加

算
）
、
２
．
55
歳
以
上
の
社
員

へ
の
一
律
五
万
円
の
加
算
、

３
．
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
精

勤
手
当
へ
の
一
律
五
万
円
の
加

算
、
４
．「
緊
急
事
態
宣
言
」

発
令
期
間
の
営
業
係
、
輸
送

係
、
乗
務
係
（
指
導
職
、
主
任

職
、
主
務
職
を
含
む
）
の
社
員

に
対
し
て
一
律
五
万
円
加
算
の

要
求
を
行
っ
た
。

　

団
体
交
渉
で
組
合
側
は
「
業

績
（
２
０
１
９
年
度
期
末
決

算
）
」
「
払
い
体
力
」
「
Ｖ
字

回
復
に
つ
な
が
る
プ
ラ
ス
材

料
」
「
社
員
の
努
力
」
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
社
員
の
奮
闘
」

に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
、
満

額
回
答
を
迫
っ
た
。

　

対
す
る
経
営
側
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
社
員
の
努
力
に
感
謝
す

る
」
そ
し
て
「
要
求
満
額
支

払
え
る
経
営
体
力
は
十
分
あ

る
」
と
し
な
が
ら
も
「
『
安
定

支
給
』
に
向
け
て
努
力
は
す
る

が
、
約
束
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
「
足
元
の
状
況
を
し
っ
か

り
と
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

「
『
七
期
連
続
の
賃
金
改
正
と

キ
ャ
リ
ア
加
算
』
『
手
当
の
見

直
し
』
な
ど
を
考
慮
し
、
総
合

的
に
判
断
す
る
」
な
ど
の
認
識

を
示
し
た
。

　

6
月
10
日
、
三
回
目
の
団
体

交
渉
に
お
い
て
経
営
側
か
ら

「
２
０
２
０
年
度
夏
季
手
当
回

答
」
が
示
さ
れ
「
2
・
4
ヶ
月

2
面
へ
続
く

2020年度夏季手当妥結に関する中央執行委員会見解
　今 2020年度夏季手当の闘いは、全ＪＲ労働者の奮闘により黒字の「2019年度期
末決算」を実現させてきた事実を背景に、新型コロナウイルスの「感染予防」とい
う新たな課題のもとで「安全・安定輸送」を確保すると共に「公共交通機関の使命」
を果たし続けている現実の中からスタートした。
　各機関では、要求の実現にむけて職場から創造的な取り組みをつくりだし、一部
の社員による「低額予想」などの「世論形成」に対して、情報発信や対話行動など
の実践を通して「満額支給の機運」へとつくり変えてきた。
　職場からの取り組みを力に5月 29日からはじまった団体交渉では、業績や支払い
体力、取り巻く情勢、社員の生活、モチベーションを考慮した上で「安定支給」を
求めた。さらに、55歳以上の社員のモチベーション向上に対する「特別加算」と、
グリーンスタッフの活躍に対する「特別加算」、業務上常に不特定多数のお客さまな
どとの接触を避けて通ることができない担務や職種である駅の営業職や輸送職、運
転士、車掌に対して「いつ感染してもおかしくない」労働への「危険手当」として
の「特別加算」を求めた。
　さらに、中長期的な視点に立ち、ＪＲ東日本会社の持続的な発展にむけて「変革
の歩み」を進める中では、システムや機械と人間労働との「共存」が必要であること、
その上で社員が「自身の地域性だけにとどまる発想」や「職種だけにとどまる思考」
を取り払うこと、社員が社員を想いやれる「豊かな人間性」をもった社員育成を、
経営側の責任において進めることを質してきた。
　6月10日、経営側は夏季手当の回答として、昨年実績よりも約17％減となる「2.4ヶ
月分＋ 5,000 円」の低額回答をはじめ、2項と 4項の要求に対するゼロ回答、3項
は要求額と大きく乖離した回答を示した。これが、私たちＪＲ労働者の奮闘に対す
る経営側の「評価」である。しかも、新型コロナウイルスとの闘いはこれからも続
いていく。私たちＪＲ労働者が担う「社会的使命」はコロナ禍であろうが、終息し
ようが何ら変わることはない。よって、私たちは素直にこの回答を受け入れること
はできない。
　中央本部は「持ち帰り検討」とし、直ちに中央執行委員会で闘いの振り返りを含
めて議論を行った。ある職場では、異なる系統で働くＪＲ労働者の苦労を共有する
ことを通じて「仲間のために」と組合員の意識を変えてきた実践の報告があった。
社長の会見に対する怒りの声もあった。「住環境制度の見直し」で持ち家を購入せざ
るを得なくなり、住宅ローンを抱えた生活に対する切実な声も寄せられた。現場第
一線で奮闘する組合員からの想いが届けられた一方で、中央本部も含めた私たち東
日本ユニオン組織の力と質を主体的に捉え返したとき、最終的に今 2020 年度夏季
手当回答に対して「妥結する」との苦渋の判断に至った。
　職場から上げられている回答に対する多くの声を中央本部としてしっかりと受け
とめ、この労働者としての純粋な怒りや悔しさを出発点に、東日本ユニオン組織の
強化と拡大にむけて全組合員と総括を進めていく。さらに「仲間のために」「ＪＲ労
働者のために」と、労働者としての豊かな心をもって議論と行動を進めた各機関の
闘いを広く教訓化し、現状を変えることにも挑んでいく。
　あらためて、献身的に取り組みをつくりだした組合員と各機関の役員のみなさん
に感謝を申し上げる。そして、連帯の取り組みをつくりだしてくれた労働組合に対
して感謝を申し上げる。夏季手当の総括を通してさらなる組織強化・拡大をめざし、
労働条件の向上にむけて中央本部は最先頭で奮闘する決意を明らかにして「2020年
度夏季手当妥結に関する中央執行委員会見解」とする。

2020 年 6 月 11 日
ＪＲ東日本労働組合
中 央 執 行 委 員 会

分
＋
５
０
０
０
円
」
の
昨
年
度

か
ら
大
幅
に
下
が
っ
た
低
額
回

答
を
示
さ
れ
、
2
項
、
4
項
の

要
求
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
回
答
で

あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の

精
勤
手
当
に
つ
い
て
も
要
求
額

と
は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
回
答

が
示
さ
れ
た
。
本
部
交
渉
団
は

Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
奮
闘
に
対
し

て
、
到
底
納
得
い
く
回
答
と
は

言
え
な
い
こ
と
か
ら
「
持
ち
帰

り
検
討
」
と
し
た
。

業
績
（
２
０
１
９
年
度

期
末
決
算
）
に
つ
い
て

組�

合
側
：
対
前
年
比
で
は
「
減

収
減
益
」
で
あ
っ
た
が
、
営

業
利
益
は
２
９
４
０
億
円
、

経
常
利
益
は
２
６
０
１
億

円
、
当
期
純
利
益
は
１
５
９

０
億
円
と
「
黒
字
決
算
」
で

あ
っ
た
。

経�

営
側
：
「
２
０
１
９
年
度
期

末
決
算
」
が
「
黒
字
決
算
」

で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。

組�

合
側
：
決
算
で
は
「
物
件

費
」
が
対
前
年
プ
ラ
ス
４
１

１
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
「
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ-

Ｘ
」
な
ど
、
半
分
以
上
が

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
「
変
革
２
０

２
７
」
で
謳
う
中
長
期
の
数

値
目
標
や
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
純
資
産

営
業
利
益
率
）
の
目
標
を
見

て
も
、
経
営
側
が
述
べ
る
ほ

ど
業
績
の
先
行
き
は
決
し
て

暗
く
な
い
。

経�

営
側
：
将
来
に
必
要
な
投
資

を
行
っ
て
い
る
が
、本
業
の
収

入
の
先
行
き
が
見
え
な
い
。足

元
の
厳
し
い
状
況
に
対
す
る

認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

組�

合
側
：
直
近
の
「
消
費
動
向

調
査
」
で
は
「
下
げ
止
ま

り
」
の
動
き
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
足
元
の
状
況
に
も
明
る

い
兆
し
が
出
始
め
て
い
る
。

経�

営
側
：
鉄
道
を
利
用
し
た
消

費
に
は
、
ま
だ
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。

組�

合
側
：
対
前
年
比
で
「
減
収

減
益
」
、
足
元
の
業
績
も

「
マ
イ
ナ
ス
」
と
強
調
し
て

い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
単
体

で
純
資
産
を
2
兆
５
５
１
３

億
円
も
有
し
て
お
り
、
将
来

に
対
す
る
投
資
も
現
在
、
行

っ
て
い
る
。
経
営
側
が
強
調

す
る
ほ
ど
、
中
長
期
的
に
も

先
行
き
は
暗
く
な
い
。
運
輸

収
入
に
お
い
て
定
期
収
入
も

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

「
鉄
道
に
よ
る
移
動
」
を
選

択
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
は
、
収
益
と
比
例
し
て
信

頼
が
高
ま
っ
て
い
る
証
左
で

あ
り
、
必
然
的
に
労
働
密
度

も
高
ま
っ
て
い
る
。

支
払
い
体
力
に
つ
い
て

組�

合
側
：
昨
年
の
年
末
手
当
交

渉
時
「
業
績
連
動
で
は
な

い
」
こ
と
に
つ
い
て
労
使
の

対
立
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

「
一
定
程
度
の
支
給
水
準
を

維
持
し
て
い
く
」
と
も
述
べ

て
い
た
。

経�

営
側
：
「
安
定
的
」
と
の
考

え
は
あ
る
が
、
業
績
が
「
こ

こ
ま
で
下
が
っ
て
い
る
こ

と
」
と
足
元
の
業
績
を
見
定

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
会

社
と
し
て
も
「
安
定
支
給
」

に
む
け
て
努
力
す
る
が
、
約

束
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

組�

合
側
：
私
た
ち
の
試
算
で

「
黒
字
決
算
」で
あ
っ
た
が
、安
定
支
給
に
も
な
ら
ず

「
黒
字
決
算
」で
あ
っ
た
が
、安
定
支
給
に
も
な
ら
ず

昨
年
度
支
給
実
績
よ
り
大
幅
に
低
下

昨
年
度
支
給
実
績
よ
り
大
幅
に
低
下

第
二
回
団
体
交
渉
で「
支
払
い
体
力
」や「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
員

の
奮
闘
」な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、要
求
満
額
回
答
を
迫
る
！

　

6
月
4
日
に
「
２
０
２
０
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る
申
し

入
れ
」
の
第
二
回
団
体
交
渉
に
臨
ん
だ
。
「
要
求
満
額
支
払

え
る
経
営
体
力
は
あ
る
」
と
明
言
し
た
経
営
側
に
対
し
、
こ

の
間
の
社
員
の
奮
闘
に
満
額
回
答
で
応
え
る
よ
う
、
強
く
主

張
し
た
。

は
、
満
額
回
答
で
約
５
８
０

億
円
に
な
る
と
見
て
い
る
。

「
２
０
１
９
年
度
期
末
決

算
」
に
お
い
て
「
賞
与
引
当

金
」
が
約
５
７
３
億
円
、
計

上
さ
れ
て
い
る
。

経�

営
側
：
賞
与
の
準
備
と
し
て

は
あ
る
が
、
足
元
の
業
績
な

ど
全
体
を
見
て
の
判
断
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
社
と
し
て

「
す
べ
て
使
う
、
使
わ
な

い
」
と
の
考
え
は
な
い
。
ま

た
「
賞
与
引
当
金
」
が
上
限

と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

組�

合
側
：
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
の

試
算
で
は
「
要
求
満
額
を
支

払
え
る
経
営
体
力
は
十
分
あ

る
」
と
見
て
い
る
。

経�

営
側
：「
あ
る
か
、な
い
か
」

を
問
わ
れ
れ
ば
、満
額
支
払

え
る
経
営
体
力
は
あ
る
。

Ｖ
字
回
復
に
つ
な
が
る

プ
ラ
ス
材
料
に
つ
い
て

組�

合
側
：
収
束
後
の
経
済
活
動

の
回
復
に
む
け
て
、官
民
を

あ
げ
て
7
月
以
降
か
ら「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」が
計
画
さ

れ
て
い
る
。「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」な
ど
、1
兆

６
７
９
４
億
円
も
の
予
算
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。そ
の
他
に

も
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

や
品
川
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

竹
芝
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開

発
な
ど
、収
益
力
を
上
げ
る

プ
ロ
ジェク
ト
を
進
め
て
い
る
。

経�

営
側
：
業
績
に
関
す
る
プ
ラ

ス
材
料
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
が
、
足
元
の
状
況

を
し
っ
か
り
と
見
る
必
要
が

あ
る
。
急
速
に
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
「
鉄
道
を
利
用
し
な

　

本
部
は
中
央
執
行
委
員
会
を

開
催
し
協
議
を
行
い
、
現
場
第

一
線
で
奮
闘
す
る
組
合
員
か

ら
の
想
い
が
届
け
ら
れ
た
一
方

で
、
中
央
本
部
も
含
め
た
私
た

ち
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
組
織
の
力

と
質
を
主
体
的
に
捉
え
返
し
た

と
き
、
最
終
的
に
今
２
０
２
０

年
度
夏
季
手
当
回
答
に
対
し
て

「
妥
結
す
る
」
と
の
苦
渋
の
判

断
に
至
り
、
6
月
11
日
に
経
営

側
に
回
答
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

今
夏
季
手
当
の
闘
い
総
括
を

し
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
・
拡

大
を
め
ざ
す
決
意
を
明
ら
か
に

し
た
「
中
央
執
行
委
員
会
見

解
」
を
発
し
た
。

　

期
末
手
当
が
生
活
給
の
一
部

で
あ
り
、
組
合
員
の
生
活
へ
の

不
安
は
増
す
中
で
、
東
日
本
ユ

ニ
オ
ン
は
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
労
働

者
と
と
も
に
し
っ
か
り
と
労
働

条
件
向
上
に
取
り
組
み
、
そ
の

最
先
頭
に
中
央
本
部
が
立
つ
決

意
で
あ
る
。

2020年度夏季手当妥結
基準内賃金の２.４ヶ月分＋5000円
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私
は
現
在
上
越
線
の
水
上

駅
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
旅

行
が
好
き
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前

職
場
の
先
輩
と
何
と
な
く

「
飲
み
な
が
ら
ど
こ
か
に
行

く
か
」
と
始
め
た
、
列
車
に

乗
っ
て
日
帰
り
旅
行

に
行
く
「
く
る
っ
と

一
周
酒
飲
み
旅
行
」

が
七
年
く
ら
い
続
い

て
お
り
、
初
め
て
行

っ
た
時
の
旅
行
行
程

を
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
の
旅
は
「
上

越
線
」
に
乗
っ
て

越
後
湯
沢
駅
で
「
ほ
く
ほ
く

線
」
に
乗
り
換
え
、
十
日
町

駅
か
ら
「
飯
山
線
」
に
乗

り
換
え
、
長
野
駅
か
ら
北
陸

新
幹
線
に
乗
っ
て
高
崎
駅
ま

で
、
く
る
っ
と
一
周
し
て
く

る
旅
で
し
た
。

　

当
然
酒
を
飲
み
な
が
ら
の

旅
で
す
が
、
摘
み
の
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
や
煮
卵
を
作
り
、
ま

る
で
小
学
生
の
時
の
遠
足
を

迎
え
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

9
時
頃
の
列
車
に
乗
車
。間

も
な
く
し
て
酒
盛
り
が
始
ま

り
、用
意
し
た
摘
み
を
食
べ
な

が
ら
缶
ビ
ー
ル
、缶
酎
ハ
イ
が
1

本
、2
本
と
空
い
て
い
く
う
ち

に
会
話
も
弾
ん
で
き
ま
す
。

　

お
昼
頃
に
十
日
町

駅
に
到
着
で
す
。
旅

先
で
美
味
い
も
の
食

べ
る
こ
と
が
旅
の
目

的
の
一
つ
で
も
あ

り
、
先
ず
は
つ
な
ぎ

に
ふ
海
苔
を
使
っ
た

非
常
に
喉
越
し
の

良
い
そ
ば
を
頂
き
ま
し
た
。

美
味
い
そ
ば
を
食
べ
た
後
は

十
日
町
の
日
帰
り
温
泉
に
入

り
、
さ
っ
ぱ
り
気
持
ち
よ
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
の
目

的
地
で
あ
る
長
野
駅
を
め
ざ

し
ま
す
。
「
飯
山
線
」
で
約

2
時
間
30
分
ほ
ど
の
長
い
道

中
、
酒
も
入
っ
て
そ
ろ
そ
ろ

疲
れ
も
出
て
き
ま
す
。

　

よ
う
や
く
長
野
駅
に
着
い

て
、
今
度
は
信
州
そ
ば
を
頂

き
ま
す
。
定
番
の
そ
ば
だ
け

に
、
こ
れ
ま
た
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

　

こ
れ
で
高
崎
駅
ま
で
戻

り
、
旅
の
目
的
の
一
つ
で
も

あ
る
美
味
し
い
そ
ば
を
食
べ

な
が
ら
の
「
く
る
っ
と
一
周

酒
飲
み
旅
行
」
の
終
了
で

す
。
長
い
列
車
の
旅
は
疲
れ

も
出
ま
す
が
、
と
て
も
楽
し

い
旅
で
す
！

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け

て
行
け
る
よ
う
に
、
健
康
留

意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
井 

由
広 

さ
ん  （
水
上
駅
）

高
崎
地
方
本
部

私
の
○
○
ヒ
ス
ト
リ
ー

い
仕
事
」
が
進
ん
で
い
る
。

会
社
と
し
て
「
変
革
２
０
２

７
」
で
示
し
て
い
る
数
値
目

標
の
達
成
に
む
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

組�

合
側
：
「
変
革
２
０
２
７
」

で
は
「
鉄
道
ニ
ー
ズ
の
減

少
」
を
先
取
り
し
て
、
す
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
諸
施
策
を
進

め
て
い
る
。
全
社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に

も
、
要
求
満
額
回
答
で
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。

社
員
の
努
力
に
つ
い
て

組�

合
側
：
台
風
19
号
に
よ
り
社

員
の
自
宅
や
職
場
に
大
き
な

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
早

期
復
旧
に
む
け
て
奮
闘
し
て

い
る
事
実
が
あ
る
。
業
績
に

お
い
て
も
「
利
益
剰
余
金
」

を
着
実
に
積
み
上
げ
る
な
ど

「
経
営
の
安
定
性
」
が
見
て

取
れ
る
。
黒
字
決
算
を
つ
く

り
だ
し
た
の
は
、
職
責
の
重

さ
に
関
係
な
く
社
員
全
員
の

努
力
に
よ
る
も
の
だ
。
私
た

ち
は
「
一
律
・
月
数
」
で
の

回
答
を
求
め
る
。

経�

営
側
：
仮
に
「
利
益
剰
余

金
」
を
切
り
崩
す
と
な
る
と

「
株
主
総
会
」
の
議
決
が
必

要
に
な
る
。
株
主
の
理
解
を

得
る
の
は
難
し
い
。

組�

合
側
：
55
歳
以
上
の
社
員
は

定
期
昇
給
が
な
い
中
、
技
術

継
承
や
人
材
育
成
な
ど
で
奮

闘
し
て
い
る
。

経�

営
側
：
急
速
に
進
む
世
代
交

代
の
中
で
、
人
材
育
成
な
ど

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
定

期
昇
給
は
な
い
も
の
の
、
賃

金
改
善
な
ど
の
「
処
遇
改
善

は
行
っ
て
き
た
」
と
認
識
し

て
お
り
、
要
求
内
容
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
く
。

組�

合
側
：
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

は
正
社
員
と
同
等
の
活
躍
し

て
い
る
。

経�

営
側
：
契
約
自
体
が
違
う

が
、
正
社
員
に
準
じ
て
業
務

に
就
い
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

社
員
の
奮
闘
に
つ
い
て

組�

合
側
：
全
社
員
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
や

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
さ

ら
に
「
社
会
的
使
命
」
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、

今
夏
季
手
当
に
加
味
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

経�

営
側
：
社
員
の
努
力
は
認
識

し
て
い
る
。
総
合
的
に
判
断

す
る
中
の
材
料
に
入
る
と
考

え
て
い
る
。

組�

合
側
：
社
員
は
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
」

と
の
認
識
に
あ
る
が
、
会
社

も
同
じ
認
識
な
の
か
。

経�

営
側
：
認
識
は
同
じ
で
あ

る
。

組�

合
側
：
社
員
は
現
在
の
収
入

状
況
を
認
識
し
て
い
る
が
、

期
末
手
当
は
「
生
活
給
」
で

も
あ
る
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で

は
「
社
会
的
使
命
」
の
自
覚

を
持
ち
、
勤
務
時
間
外
に
お

い
て
も
家
族
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
今
日
も
各
系
統
で
力

を
あ
わ
せ
て
列
車
を
運
行
し

て
い
る
。
要
求
の
4
項
は

「
新
た
な
３
Ｋ
（
き
け
ん
、

き
つ
い
、
く
る
し
い
）
作

業
」
と
の
認
識
で
あ
る
。

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
を
受
け
て
い
る
社
員
も

い
る
。
政
府
や
自
治
体
の
指

導
・
要
請
を
越
え
て
仕
事
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
職
種

で
あ
る
。
「
特
殊
」
勤
務
に

対
す
る
手
当
と
し
て
加
算
す

る
べ
き
で
あ
る
。
経
営
環
境

が
厳
し
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
対
前
年
の
「
減
収
減

益
」
ば
か
り
を
強
調
し
た
回

答
は
納
得
で
き
な
い
。
労
使

議
論
に
踏
ま
え
て
「
安
定
支

給
」
を
求
め
る
。

就
業
規
則
等
の
改
正
に
至
る

目
的
と
根
拠

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
二
波
へ
の
懸
念
を
は
じ

め
、
将
来
に
わ
た
る
様
々
な
リ

ス
ク
の
発
生
に
備
え
、
就
業
規

則
の
改
正
を
実
施
す
る
。

組�

合
側
：
「
経
営
上
の
都
合
」

に
よ
る
休
業
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
就
業
規
則
の
改
正
が

ポ
イ
ン
ト
と
い
う
こ
と
か
。

経�

営
側
：
働
い
て
い
る
社
員
の

雇
用
継
続
を
目
的
と
し
、
社

員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
整
え
る
観
点
か
ら
、
日
単

位
の
休
業
を
命
ず
る
こ
と
を

明
文
化
し
て
い
く
。

１�

．
休
業
の
取
扱
い
の
追
加

（
休
業
）

　

第
１
２
３
条
の
４　

会
社

は
、
業
務
量
の
減
少
そ
の
他

経
営
上
の
都
合
に
よ
り
、
休

業
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

（�

注
）
休
業
を
命
じ
た
場
合

の
賃
金
は
、賃
金
規
程
第
１

２
６
条
の
規
定
に
よ
る
。

組�

合
側
：
業
務
量
の
減
少
と
は
。

経�

営
側
：
現
段
階
で
は
想
定
し

て
い
な
い
。
現
業
、
非
現
業

問
わ
ず
全
社
的
な
判
断
で
あ

る
。

組�

合
側
：
「
そ
の
他
経
営
上
の

都
合
」
と
は
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け
る
感
染

拡
大
防
止
を
目
的
と
し
た
取

り
扱
い
も
該
当
す
る
の
か
。

経�

営
側
：
感
染
状
況
な
ど
に
よ

っ
て
は
あ
り
得
る
。

組�

合
側
：
休
業
指
示
の
判
断
は

誰
が
行
う
の
か
。

経�

営
側
：
判
断
は
本
社
が
行

う
。

２�
．
休
業
時
の
賃
金
の
取
扱

い
の
変
更

（
休
業
等
）

第
１
２
６
条　

休
業
等
を
命

ぜ
ら
れ
た
場
合
の
支
給
額
に

つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

⑴�

業
務
量
の
減
少
そ
の
他
経

営
上
の
都
合
に
よ
り
休
業

を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、

そ
の
期
間
１
日
に
つ
き
平

均
賃
金
の
60
／
１
０
０
以

上
と
す
る
。

⑵�

就
業
規
則
第
１
４
１
条
に

規
定
す
る
就
業
制
限
を

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
そ

の
期
間
１
日
に
つ
き
平
均

賃
金
の
60
／
１
０
０
と
す

る
。

組�

合
側
：
休
業
1
日
に
お
け
る

「
平
均
賃
金
」
の
算
出
方
法

は
「
労
働
基
準
法
12
条
」
の

適
用
な
の
か
。

経�

営
側
：
そ
う
で
あ
る
。

⑵�

休
業
を
命
じ
た
日
に
つ
い

て
は
、
賃
金
規
程
第
４
条

３
．
実
施
期
日

令
和
2
年
9
月
1
日

※ 

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
、
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
エ
ル

ダ
ー
社
員
就
業
規
則
に
お
い

て
も
、
同
様
に
取
り
扱
う
。

申
第
三
十
三
号
、申
し
入
れ
項
目

１ 

．
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
足
し
て

以
降
、
就
業
規
則
に
「
日
単

位
で
の
休
業
を
命
ず
る
明
文

規
定
」
が
な
か
っ
た
理
由
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

２ 

．
休
業
を
判
断
し
実
施
す
る

場
合
の
要
件
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

３ 

．
休
業
を
命
ず
る
こ
と
が
あ

る
「
業
務
量
の
減
少
」
に
つ

い
て
具
体
的
な
考
え
方
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

４ 

．
休
業
を
命
ず
る
こ
と
が
あ

る
「
そ
の
他
経
営
上
の
都

合
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

５ 

．
休
業
を
実
施
す
る
場
合
、

賃
金
支
給
率
な
ど
の
労
使
協

議
の
開
始
時
期
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。

６ 

．
休
業
を
実
施
す
る
場
合
、

社
員
へ
の
事
前
通
知
の
時
期

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

７ 

．
自
宅
待
機
と
休
業
の
違

い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

８ 

．
休
業
を
命
じ
る
場
合
、
地

域
、
職
種
、
職
制
な
ど
に
よ

る
不
公
平
を
生
じ
さ
せ
な
い

た
め
の
方
策
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

９ 

．
テ
レ
ワ
ー
ク
、
自
宅
待
機

と
併
用
し
た
運
用
を
行
う
の

か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

10 

．
休
業
を
命
じ
た
日
に
お
け

る
社
員
に
対
す
る
指
示
に
つ

い
て
、
所
在
地
な
ど
具
体
的

な
取
り
扱
い
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

11 

．
休
業
を
命
じ
た
日
に
社
員

を
急
遽
呼
び
出
す
こ
と
は
あ

る
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
ま
た
、
呼
び
出
し
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
労

働
時
間
お
よ
び
賃
金
の
考
え

方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

12 

．
休
業
を
命
じ
た
日
に
臨

時
、
緊
急
の
業
務
を
行
う
こ

と
は
可
能
で
あ
る
の
か
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
労

働
時
間
お
よ
び
賃
金
の
考
え

方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

13 

．
変
形
期
間
開
始
後
に
休
業

を
命
じ
る
こ
と
は
あ
る
の
か

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
ま

た
、
休
業
指
示
を
取
り
消
す

こ
と
は
あ
る
の
か
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。
そ
の
場
合
に
お

け
る
「
一
旦
指
定
し
た
勤
務

及
び
休
日
等
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
」
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

14 

．
休
業
を
命
じ
た
日
に
お
け

る
傷
害
事
故
等
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

15 

．
休
業
を
命
じ
た
日
に
忌
引

等
の
休
暇
を
申
請
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
の
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
場

合
の
賃
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

16 

．
休
業
を
命
じ
た
日
に
副
業

申
し
入
れ
項
目

１ 

．
新
潟
新
幹
線
運
輸
区
の
当

務
主
務
の
作
業
ダ
イ
ヤ
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

２ 

．
新
潟
新
幹
線
運
輸
区
の
当

務
主
務
の
勤
務
種
別
を
「
変

形
７
Ｈ
１
形
」
と
し
て
い

る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

３ 

．
新
潟
新
幹
線
運
輸
区
の
Ｂ

７
２
０
行
路
に
当
務
主
務

（
変
形
７
Ｈ
１
形
）
が
乗
務

し
た
際
、
途
中
に
休
憩
時
間

を
設
け
な
い
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

４ 

．
新
潟
新
幹
線
運
輸
区
の
Ｂ

７
２
０
行
路
が
、
乗
務
す
る

社
員
に
よ
っ
て
労
働
時
間
が

異
な
る
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

５ 

．
育
児
・
介
護
勤
務
Ａ
、
当

務
主
務
、
指
導
担
当
、
支
社

等
（
企
画
部
門
）
の
社
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
短
時
間
行
路

を
乗
務
す
る
目
的
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る

の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

17 

．
休
職
、
休
暇
期
間
に
休
業

を
命
じ
ら
れ
た
場
合
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

「
休
業
指
示
に
係
る
就
業
規
則
等
の

「
休
業
指
示
に
係
る
就
業
規
則
等
の

    

改
正
に
つ
い
て
」
提
案
を
受
け
る

改
正
に
つ
い
て
」
提
案
を
受
け
る

新
潟
新
幹
線
運
輸
区
に
お
け
る
当
務
主
務
の

作
業
ダ
イ
ヤ
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
う

　

6
月
9
日
に
経
営
側
よ
り
「
休
業
指
示
に
係
る
就
業
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て
」
の
提
案
を

受
け
た
。

　

本
提
案
は
、
賃
金
面
に
お
い
て
は
最
低
限
の
基
準
を
定
め
た
「
労
働
基
準
法
」
よ
り
も
向
上

し
て
い
る
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
が
、
経
営
側
が
提
案
し
た
「
休
業
の
取
り
扱
い
」
を
実
施

し
な
い
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
つ
く
る
こ
と
を
「
大
前
提
」
に
向
き
合
い
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
の
か
。

　

労
働
組
合
と
し
て「
休
業
」の
意
義
は
認
識
し
つ
つ
も
、Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
雇
用
は
も
と
よ
り
、生

活
基
盤
や
労
働
条
件
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事
態
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、し
っ
か
り
と
検
証

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、6
月
29
日
、申
第
三
十
三
号「『
休
業
指
示
に
係

る
就
業
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て
』に
関
す
る
申
し
入
れ
」を
経
営
側
に
提
出
し
た
。

　

新
潟
新
幹
線
運
輸
区
の
短
時
間
行
路
「
Ｂ
７
２
０
行
路
」

は
、
当
務
主
務
と
本
線
乗
務
員
が
乗
務
し
て
い
る
が
、乗
務
す

る
社
員
に
よ
っ
て
労
働
時
間
の
取
り
扱
い
が
違
っ
て
い
る
。

　

「
同
じ
行
路
」
「
同
じ
拘
束
時
間
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
労

働
時
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
た
組
合
員
の
声

を
も
と
に
、
6
月
18
日
、
新
幹
線
統
括
本
部
に
対
し
て
「
新

潟
新
幹
線
運
輸
区
に
お
け
る
当
務
主
務
の
作
業
ダ
イ
ヤ
に
関

す
る
申
し
入
れ
」
を
提
出
し
た
。

の
期
末
手
当
の
期
間
率
に

お
け
る
欠
勤
期
間
を
、
会

社
が
特
に
指
定
し
た
場
合

は
除
く
こ
と
が
あ
る
こ
と

と
す
る
。

組�

合
側
：
期
間
率
に
つ
い
て

は
、
欠
勤
日
数
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

よ
い
か
。

経�

営
側
：
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
。
シ
ス
テ
ム
上
、
基
本
は

出
勤
日
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す

る
こ
と
で
検
討
し
て
い
る
。

組�

合
側
：
勤
務
認
証
は
ど
う
な

る
の
か
。

経�
営
側
：
「
休
業
」
で
考
え
て

い
る
。

休
業
指
示
の
運
用
に
つ
い
て

組�

合
側
：
休
業
指
示
が
、
か
た

よ
ら
な
い
た
め
の
対
策
は
あ

る
の
か
。

経�

営
側
：
か
た
よ
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
考
え
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
で
き
な
い
。

組�

合
側
：
休
業
指
示
の
時
期

は
。

経�

営
側
：
基
本
は
前
月
25
日
の

勤
務
指
定
時
と
す
る
。

組�

合
側
：
休
業
指
示
を
取
り
消

す
場
合
は
あ
る
の
か
。

経�

営
側
：
あ
り
え
る
。
「
一
旦

指
定
し
た
勤
務
及
び
休
日
等

の
取
扱
い
」
に
則
り
行
う
。


